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Micro Focus™ Enterprise Developer
Micro Focus™ Enterprise Developerは、迅速な開発と z Systemsアプリケーションのモダナ
イゼーションを支援するツールです。メインフレームシステム内でも、オフクラウドやクラ
ウド内の代替サーバー環境下でも、アプリケーションの変更の把握、開発、検証、導入が可
能です。Micro Focus™ Enterprise Developer環境では、メインフレームのスキルに関わる課
題の解決、導入パイプラインのボトルネックの解消、DevOpsプラクティスの有効化、統合
環境の提供による品質向上、統合、モダナイゼーションの推進が可能になります。

概要
■   最大 40%の効率化

■  品質問題の発見と修正を迅速化

■  メインフレームアプリケーションのモダナイ
ゼーションとビジネスプロセスの別目的での	
使用 

■  アジャイル手法と DevOps手法による新リリー
スのデリバリーのスピードアップ

■  開発者に短期間で浸透 

■  メインフレームのコストと依存度を低減

■  メインフレームのスキルの懸念に対応

OpenText™は、40年以上にわたって企業に
IBM z向けのモダナイゼーションおよびデジ
タルトランスフォーメーション戦略を提供
し、事業目標の達成を支援してきた実績を
持っています。 

ビジネス上の課題
多くの組織にとって、新しいデジタル経済
は今後のビジネスと IT戦略を形作る存在で
す。製品化リードタイムが最重要視される
このデジタル時代の競争を勝ち抜くために
は、ITチームは文化の壁を取り払い、他部
門と連携しつつ、プロセスの各ステップで
お客様からのフィードバックを取り入れた
ソフトウェアデリバリーに向けて新たなア
ジャイル型アプローチを採用する必要があ
ります。デジタル化によって、ビジネス全
体で変化のスピードはますます加速してい
ます。こうした課題に対応し、ビジネスの
目標を達成するうえで、ITチームは重要な
役割を担っています。

加えて、新しいテクノロジーやコンテナ、ク
ラウド、コンプライアンス要件への対応、新
たな働き方といった状況の変化により、IT
のプロビジョニングは絶え間ない試練と化
しています。特に、クライアントからの期
待が高くなる一方で常にコストのプレッ
シャーを受けている状況では、この傾向が
顕著です。

ITチームは「既存環境を維持」しつつ迅速
にイノベーションを進めて企業の業績向上
を図るという、どちらも欠かせない責務の
間でバランスを取らなければなりません。	
多くの場合、これは以下のようなさまざま
な課題に対応することを意味します。

効率：開発から成果物を出すまでの期間を
短縮し、ビジネスが変化するスピードに対
応する。

品質：シフトレフトを推進し、ソフトウェ
ア開発プロセス中に問題点を早期に発見	
する。

スキル：将来のビジネス戦略に即した形で、
現在の IT環境にマッチしたスキルを持つ人
材を募集、採用する。

リソース：複数部門にまたがる開発チーム
の複雑なアプリケーションリリースを管理
するため、さまざまなツールや手法を使っ
てチーム間を連携させる。 

プロセス：ソフトウェアデリバリーの手法
が進化した結果、リリースの反復と頻度が
増え、コラボレーションも行いやすくなっ
たため、メインフレーム開発もそれに足並
みをそろえる必要がある。

統合：現代の企業の ITシステムはメインフ
レームだけで構成されているのではなく、メ
インフレームの分散化された仮想環境やク
ラウド環境に置かれた複合アプリケーショ
ンも含んでいる。

モダナイゼーション：中核的なアプリケー
ションとデータには、あらゆるWebやモバ
イルデバイスからアクセスできるようにし、
進化する ITトレンドとテクノロジーにも適
応できるようにしておく必要がある。
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Enterprise Developerのメリット
Micro Focus™ Enterprise Developer by 
OpenText™では、シンプルかつ実証済みの
手法でメインフレームのアプリケーション
とプロセスのモダナイゼーションを進める
ことができます。EclipseとMicrosoft Visual 
Studioの両方に対応した統合開発環境 (IDE)
で使用可能な、最新のパワフルな開発ツー
ルです。Enterprise Developerを使用すると、
メインフレーム、分散プラットフォーム、ク
ラウドなど、アプリケーションの導入先に
かかわらず、共通のツールセットを使って
メインフレーム上とメインフレーム外の両
方でアプリケーションの開発とテストを実
施できます。

Micro Focus™ Enterprise Developer は、
COBOL、PL /I、 IBM Assembler、CICS、
IMS-TM、JCL、DB2、IMS-DB、z/OSの各ファ
イル形式とSORTなどの標準バッチユーティ
リティをサポートしています。こうした高
い互換性により、開発者は単一の IDEで直
接メインフレーム上で開発を行うことも、中
核となるオンライン /バッチ処理アプリケー
ションのメンテナンスや改良を行ううえで
必要なすべてのタスク (分析、編集、コンパ
イル、デバッグなど )をオンプレミスかクラ
ウドかを問わずWindows環境に移行して行
うこともできます。

Micro Focus™ Enterprise Developerは、メイ
ンフレームのモダナイゼーションを進める	
ITチームをサポートするために設計された	
包括的な統合ツールセット、Micro Focus™ 
Enterprise Developer by OpenText™の一部で
す。これには、Micro Focus™ Enterprise Dev-
eloper by OpenTex t™、Micro Focus™ 
Enterprise Test Server by OpenText™、Micro 
Focus™ Enterprise Server by OpenText™、お
よび Micro Focus™ Enterprise Server for .NET 
by OpenText™が含まれます。このソリュー
ションにより、お客様は自社のアプリケー
ションインベントリを十分に把握して、エン
タープライズ DevOpsプラクティスの適用に
よって開発、設定管理、メインフレームアプ
リケーションテストの効率化を図ることを可
能にし、そしてメインフレームアプリケー
ションのワークロードを新しいプラット
フォームに導入する際には幅広い選択肢と柔
軟性が得られるようになります。

主なメリット
最大 40% の効率向上：アジャイルプランニ
ングから分析、開発、コンパイル、単体テ
スト、デバッグまで、アプリケーション開
発ライフサイクルの全フェーズを統合する
ことで、開発と変更のデリバリーのスピー
ドを大幅にアップします。

品質問題の発見と修正を迅速化：リソース
の競合やメインフレームへの依存なしに開
発者がコード変更箇所を徹底的に検証でき
る、フル機能を備えた単体テスト環境でア
プリケーションの品質を確保することによ
り、シフトレフトを実現します。強力なデ
バッグ機能と診断機能により、対処の難し
いランタイム問題もすばやく発見して解決
することができます。

メインフレームアプリケーションのモダナ
イゼーション：不可欠なビジネス機能とそ
れが生む価値を確実に再利用して向上させ
ることができるように、Micro Focus™ 
Enterprise Developerには、アプリケーショ
ンコードを再利用可能なコンポーネントに
容易に抽出できるツール、REST APIにより
アプリケーションのサービスを提供する
ツール、.NETまたは JVMに統合するための
ツール、クラウドやコンテナに導入するた
めのツールが用意されています。

アジャイル手法と DevOps 手法による新リ
リ ー ス の デ リ バ リ ー の ス ピ ー ド ア ッ プ：
DevOpsイニシアチブの一部としてアジャイ
ルやスクラムなど最新のソフトウェアデリ
バリー手法を採用することを検討している
チームは、Enterprise Developerを既存のツー
ルチェーンとプロセスに統合し、ビジネス
全体で開発チームとテストチームが協力し
合う文化を促進することができます。 

メインフレームのコストと依存度を低減：
Enterprise Developer ツ ー ル セ ッ ト は
Windowsベースであるため、開発者は全体
の時間の 90%をメインフレームから離れて
作業することができ、待ち時間やリソース
競合なしに大幅なコスト削減を実現でき	
ます。

開発者に短期間で浸透：カスタマイズが容
易なため、最新の開発ツールを直接メイン
フレームソース管理システムに統合するこ
とができ、またプロセスもなじみ深いもの
であるため、新しい開発環境にスムーズに
移行することが可能です。

メ イ ン フ レ ー ム の ス キ ル の 懸 念 に 対 応：
Eclipseまたは Visual Studioをベースとした
連携しやすい最新の開発環境を利用できる
ため、メインフレーム COBOLの開発者と
JAVA または C# の開発者の間のスキル
ギャップを即座に縮めることができます。新
卒の開発者も COBOLや PL/Iでの作業が初
めての開発者も、言語にすぐに習熟して、短
期間で使いこなせるようになります。 

柔 軟 性：Micro Focus Enterprise Developer
は、オンプレミスの Windows環境、Citrix

を介した仮想マシンインスタンス、または
クラウドへの導入が可能で、社内、ニアショ
ア、オフショアなどさまざまな開発チーム
に柔軟に対応できます。

主な特長
パワフルな統合開発環境：業界をリードす
る標準的な Microsoft Visual Studioまたは
Eclipseをベースとした IDEで、メインフレー
ムアプリケーションのモダナイゼーション、
開発、メンテナンスのすべてが行える環境
です。

デ ス ク ト ッ プ に 対 応 し た フ ル ア プ リ ケ ー
ション開発ライフサイクル：初期のアプリ
ケーション設計から分析、開発、コンパイル、
単体テスト、デバッグまでのライフサイク
ルをサポートします。COBOLおよび PL/Iの
対応機能は以下のとおりです。
	■ 構文エラーへのインスタントフィード
バック、コンテンツアシスト、構文カラー
表示、アウトラインビューなどの高度な
エディター機能でスピーディーにソース
を操作し、メインフレームアプリケーショ
ンの変更を迅速かつセキュアに実行可能。 
	■ ローカルワークステーションでコンパイ
ル時に即座にコードをコンパイルし、時
間を大幅に短縮。エディターと緊密に連
携しているため、エラーをすばやく解決
可能。
	■ テスト実行シナリオ中にすべての制御が
可能な、メインフレームアプリケーショ
ンに対する高度な可視化デバッグ機能で
テストを強化。
	■ コードカバレッジとパフォーマンス統計
に対応し COBOL単体テストフレームワー
クを提供するローカル実行エンジンと
3270エミュレーターによる、単体および
機能テスト機能。

コード分析と規格チェック：変更時点で IDE
に直接統合されているため、開発者は既存
のプログラムをより確実に変更できます。対
応する機能は以下のとおりです。
	■ プログラムおよびデータフローグラフ。
	■ リファレンスコマンドを取得し、アプリ
ケーションの変更によって影響を受ける
可能性のある (アップストリームとダウン
ストリームの )プログラム、画面、データ
などのオブジェクトを特定。
	■ 開発されたコードがサイト固有の規格に
適合しているかをチェックイン前に簡単
に検証できる規格チェックルール。
	■ 変更と拡張が容易で、継続的統合 (CI)プロ
セスの一部として自動で実行できる定義
済みクエリ。
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	■ 統合された追加のWeb UIクライアントに
よる全社規模のアプリケーション分析再
配置へのアクセス。

Visual Studio Code Enterprise Plug-in：迅
速かつシンプルにメインフレームソース
(COBOL、PL/I、JCL、 お よ び Enterprise 
Developerのインストール時に利用可能にな
るコンパイルやデバッグなどの重要な機能
を備えたアセンブラなど )を編集できます。
 
メ イ ン フ レ ー ム 統 合 と リ モ ー ト 開 発：
Windows版 Eclipseベースの単一の IDEに
よるもので、開発者は以下のことが行うこ
とが可能です。 

 ■ MVSメインフレームデータセットのブラ
ウズ、ジョブの送信、システム出力の表示。

 ■ UNIXサブシステム (USS)を介して、シス

テム間での対し編集、ブラウズ、名前変更、
削除、コピー /貼り付けなどを行う機能へ
のアクセス。
	■ 分析およびスマート COBOL、PL/I、JCL
編集ツールを活用した、ホスト側でのソー
スモジュール編集時に使用できる高速の
構文エラー検出機能およびコンテンツア
シスト機能。メインフレームのプリコン
パイラを使用するものも含まれます。
	■ メインフレームでのコンパイルジョブの
送信機能と、これに連携した問題をすば
やく表示して解決できる統合エラー出力
機能。
	■ メインフレーム上で直接デバッグと単体
テストセションを開始できる機能。

図 2.高度なビジュアル編集機能とデバッグ機能

図 3. VSCodeを含む業界標準の IDE 

カスタマイズが容易な Eclipse：一般的な開
発プロセスでは、ソース制御やアジャイル

プランニング、テストおよびデータ管理な
ど、さまざまなツールが使用されます。短
期間で受け入れられて浸透するには、単一
の IDEからすばやく簡単に利用できること
が 必 須 で す。Windows 版 Micro Focus™ 
E n t e r p r i s e  D e v e l o p e r  fo r  E c l i p s e  b y 
OpenText™のシンプルで高度なカスタマイ
ズ機能により、次のことが可能です。

 ■ Eclipse JAVAプラグインの開発やメンテ
ナンスをしなくても、REST APIを備えた
メインフレームツールおよび分散ツール
を直接 Eclipseに迅速に統合。
	■ 定義済みカスタマイズを作成して、一元
的な管理と導入が可能なさまざまな開発
プロセスに対応。
	■ 開発者が受け入れやすいため、生産性が
向上。

https://www.opentext.com/ja-jp/homepage


データシート
Micro Focus™ Enterprise Developer 

図 4.アプリケーションの把握を助けるプログラムコントロールグラフ

図 5. IDEから直接利用可能なコード分析と規格
チェック機能
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メインフレームソース制御の統合 *：Open-
Text™ ChangeMan ZMF、CA Endevor、IBM 
Software Configuration and Library Manager 
(SCLM)が対象です。メインフレーム上でも
メインフレーム外でも、開発者は単一の開
発環境からツールとプロジェクトにフルア
クセスできます。これにより、次のことが
可能になります。
	■ グラフィカルなツリー表示でソースライ
ブラリとパッケージを操作。
	■ ソフトウェアのコンポーネント、バージョ
ン、依存関係のリストを確認。
	■ ソースメンバーの利用可能なすべての
バージョンにアクセス。
	■ メンバーを直接編集、あるいは区分デー
タセットまたはメインフレーム外のロー
カルな Enterprise Developerプロジェクト
にチェックアウト。

効果的なチーム作業とコラボレーション：ア
プリケーションの作業をグループ化するこ
とで、開発者間でソースファイル、データ、
プログラム実行ファイルを共有できます。こ
れにより、セキュアで一元的なチーム管理
とアプリケーション管理が可能になり、マ
ルチユーザー共同開発環境を立ち上げる作
業が大幅に簡略化されます。

包括的なメインフレーム互換性：メインフ
レームに依存せずにWindows上でメインフ
レームアプリケーションの開発およびテス
トを実施できます。以下がサポートされて
います。
	■ ユ ー ザ ー 定 義 関 数 な ど Micro Focus 

Enterprise COBOL 6.2、6.3、および 6.4
のサポートを含む複数の IBMメインフ
レーム COBOL言語。

 ■ IBM Enterprise PL/IおよびANSI PL/I互換。 
 ■ IBM HL Assemblerの編集、コンパイル、
デバッグ、ランタイムの実行機能。

 ■ GUI BMS screen painter、BMSマクロコン
パイラ、および MFSマクロコンパイラを
含む、オンラインアプリケーション開発
(CICS/IMS TM)。

 ■ IBM CICS JSON Web Servicesの、サービ
スプロバイダーまたはリクエスターのい
ずれかとしての利用。
	■ メインフレーム上のリモートジョブ送信
を含むバッチアプリケーションおよび
JCLのサポート。

広範なメインフレームデータのサポート：さ
まざまなメインフレームデータ形式の編集、
アクセス、変換ができます。開発者は以下
を利用できます。
	■ ローカルのメインフレーム QSAMデータ
セットおよび VSAMデータセット、世代

別データグループ (GDG)、テスト用のデー
タベースエミュレーション (IMSDBおよび
DB2)。
	■ メインフレーム上のデータセットおよび
データベースとの直接統合。
	■ メインフレームリレーショナルデータを

Linux、UNIX、Windows 上 の Microsoft 
SQL Server、Oracle、Postgres、IBM DB2
に簡単に移動できるツール。
	■ 強力なグラフィカルデータレコードエ
ディター。フィールドレベルで表示、編集、
切り取り /コピー /貼り付け、検索 /置換、
フィルター条件を使用でき、容易に特定
のデータレコードを識別して編集したり、
テスト用にデータファイルの短縮版を作
成したりすることができます。
	■ アプリケーションロジックを変更せずに
メインフレームの QSAMファイル形式お
よび VSAMファイル形式をリレーショナ
ルデータベースに移動する機能。

効率的なアプリケーションのモダナイゼー
ション：アプリケーションのモダナイゼー
ションをサポートするツールとプロセスに
は、以下の機能があります。
	■ 開発者が新しい再利用可能なコンポーネ
ントを作成できるコードスライス機能。
この機能ではビジネスロジックとコン
ピューティングが新しい呼び出し可能オ
ブジェクトに自動的に分割されます。こ
のオブジェクトは新しい方法でテストし
て導入できます。

 ■ J2EE、COM、Webサービス、SOAによ
りアプリケーションを拡張する機能。

 ■ .NET環境または JVM環境を対象とするア
プリケーションの開発。

Mainframe Express ユーザーは容易に移行
可能：現在 Mainframe Expressおよび App-
Master Builder (AMB)をお使いの方は、アセッ
トとプロジェクトの構造の大部分を維持し
ながら、Micro Focus™ Enterprise Developer
にこれまでよりも容易に移行できます。
Enterprise Developerは既存の OpenText製
品の IDEと並行して使用できるため、お客
様のペースで段階的に移行することができ
ます。

製品オプション
さまざまな開発要件に対応するため、Micro 
Focus™ Enterprise Developerには幅広い製
品オプションが用意されています。 
__________

* CA Endevor、OpenText ChangeMan、IBM 
SCLMについては、Windows版 Eclipse用アド
オンの Enterprise Developerモデルでのみ統合
可能。



図 6. ChangeMan ZMFとの統合
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Micro Focus™ Enterprise Developer for z 
Systems：アプリケーションの開発とテス
トをメインフレーム上とメインフレーム外
の両方で柔軟に実施できることを求める開
発者向けの、方法と場所を問わずにアプリ
ケーションの開発とモダナイゼーションを
実施できる製品です。

Micro Focus™ Enterprise Developer for z by 
OpenText™は以下で構成されています。 

Micro Focus™ Enterprise Developer：
Windows環境下で稼働するフル機能を搭載
したメインフレーム開発環境です。Visual 
Studioと Eclipseのいずれかを選択でき、メ
インフレームから切断されたアプリケー
ションの開発、コンパイル、デバッグ、テ
スト、モダナイゼーションを行うためのあ
らゆるツールがそろっています。したがっ
て、待機時間やリソースの競合はありませ
ん。アプリケーションはメインフレームに
戻す形で導入することも、モダナイゼーショ
ンによって分散 /仮想 /クラウドプラット
フォームに導入することも可能です。

Micro Focus™ Enterprise Developer Co-
nnect：現行のメインフレームのツールとプ
ロセスに直接統合した最新開発ツールを開
発者が活用できる、Eclipseベースの開発環
境です。容易にカスタマイズができるため、
新しいツールに短期間で移行できます。 

Enterprise Developer Build Tools：IDEがな
い環境で別途インストール可能なコンポーネ
ント。Enterprise DeveloperとMicro Focus™ 
Enterprise Developer for zで利用可能です。
自動化された開発パイプラインに統合可能
で、かつコンテナに導入可能なアプリケー
ション構築環境を提供します。

図 7.再利用可能なコンポーネントを自動的に抽出
するためのコードスライスツール

詳細はこちら：
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システム要件およびプラットフォームサポート
統合開発環境
■   Visual Studio 2022のみサポート
■  Eclipse 4.20 (2021-06) (製品に同梱 )
■  Linux 版 Eclipse は Red Hat、SUSE、AWS 

Linux 2、Ubuntu x86ディストリビューション
にのみ対応

■  Adoptiumの OpenJDK Temurin 11、17

データベースのサポート
■  IBM DB2 for z/OS V9、V10、V11、V12 に	
対応

■  IBM DB2 LUW 10.5はサポート対象外
■  Microsoft SQL Server 2022 (サポート対象に
追加 )、2016、2017、2019、Azure DB およ
びMI 

■  Oracle 19c、Oracle 21c 
■  Postgres 11.x、12.x、13.x
■  Amazon Aurora for PostgreSQL 12.x、13.x、

14.xをサポート
■  Amazon RDS for PosgreSQL 12.x、13.x、14.x
をサポート

■  MYSQL 5.7はサポート対象から除外
■ EDB PostgreSQL 12.x、13.x、14.xをサポート
■  GDG PostgreSQL 12.x、13.x、14.xのサポート
を追加

オンプレミスでも、AWS、Azure、GCPなどを
含むすべての大手クラウドプロバイダーでも使
用できます。

プラットフォーム
Microsoft Windows 
■  Windows 10および 11 
■  Windows Server 2016、2019、2022

SUSE 
■  12 SP4以降、64-bitは Intelおよび System z
のみ

■  SUSE 15、64-bitは Intelおよび System zのみ

Red Hat
■  RedHat 7.z、8.x、および 9.x (Intel)

Oracle Linux
■  7.x、8.x (Intel) 
■  Red Hat Compatible Kernel 
■  Oracle Unbreakable Kernel

IBM AIX 
■  7.2、7.、7.1はサポート対象外

HPUX 
■  サポート対象外

Rocky Linux
■  8および 9のサポートを追加

Solaris 
■  11 SPARC

Ubuntu 
■  Ubuntu 20.xおよび22.xをサポート、18.xはサポー
ト対象外

Centos
■  サポート対象外

AWS Linux
■  2

Kubernetes
■  1.15

Docker
■  Community Edition
■  Windows Server 2016：CE 17.09.0-ce-win33 
■  Red Hat：CE 1.12.6
■  SUSE：CE 17.04.0

「おかげで柔軟性と開発の機敏性が得られ、チームの 
コラボレーションも強化され、そして最終的には、 

お客様に提供する商品とサービスの質が向上しました」

RICHARD CLEAVER氏
CIO

Empire Life
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